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 3 つめの実験では実験 2 における結果が実際のスネアドラムにおいても同様の傾向を示すかどうかを検証する実験を行
った。実験用音刺激には 4種類のスネアドラムに 3種類のチューニングと 4段階のミュートを施した音刺激群を用いて実験
2 と同様の実験・分析を行った。その結果、その結果、ドラマーグループではほぼ実験 2 と同様の傾向がみられたが、音楽
従事者グループにおいては空間的因子が 2 つに分かれた。これはドラマー達がスネアドラム音色の空間的因子を単一の尺度
で評価しているのに対し、音楽従事者達は 2 つの尺度で評価しており、音色の空間的な要素の感じ方が双方で異なる可能性
があると解釈できる。また、実験 2では他の 2グループと傾向が大きく異なった聴取者グループだったが実験 3では迫力的






























 学位論文審査会では、スネアドラムの 1 打音のみを対象とした研究であり音楽との関連があいまいであること、響き線
やスティックの種類や状態が音色に与える影響の検討が不十分であることなど、研究結果を応用するにあたっての問題点が
指摘された。しかしながら、念入りに準備した実験から得られた研究成果の新規性ならびに先行研究の少ない分野への学術
的貢献は高く評価できるものであり、博士の学位にふさわしい優れた論文であると判断し合格とした。 
